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皆様のお越しを心より歓迎いたします。 

関西福祉大学コミュニティアワー報告会実行委員会一同 

とき 2018.12.15 ところ 関西福祉大学 A100 教室 
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10:35-11:05 八木ゼミ  
子どもを取り巻く環境 〜1年間の活動での発見〜 

コミュニティアワー報告会 
地域と共考 ―共に考える私たちの福祉の心― 

9:20-9:50 平林ゼミ 
精神障害の“今を知る”～個性輝く明日へ～ 

11:10-11:40 高田(豊)ゼミ 
セカステ始めました ー子どもの心を育てるー

● 
〜 

13:35-14:05 谷口ゼミ 
極端から極端 ～国宝とひとりの子どもの支援～ 
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9:55-10:25 高田(哲)ゼミ 
ニューニュースポーツを作ろう！ 

2018

年度 

12:20-12:50 谷川ゼミ 
地域によりそう福祉の役割 

高田ゼミでは、赤穂市における地域スポーツ

推進に関する取り組みについて「スポーツ

クラブ 21」「教育委員会」と協働、活動し

今年度はニューニュースポーツを作って、

地域の人達に楽しんでもらおうと考えました。 

精神障害を取り巻く社会環境は、数多くの

難しい問題を抱えています。私たちのゼミで

は「精神障害者の生きづらさ」及び「精神障

害者の雇用・就労」の 2 つについて、現場の

声に耳を傾けて学んだことを報告します。

私たち八木ゼミは、夏の子ども支援セミナ

ー、SSW 親子交流行事を通し、子ども、保護

者、学校の先生と関わりました。そこで、今の

子どもたちと 10 年前の私たちを比べてどう

変化しているか気になり、調査しました！ 

７組は昨年度に引き続き国宝 ・世界遺産

である姫路城の重度障害者の登城支援

を通じて共生社会のあり方を問うと共

に、ただ一人の子どもの手を握ることで

得られるかもしれない何かを探りました。 

 

高田ゼミは、子どもたちが抱える様々な問題

の解決について取り組みました。本報告では

前期の施設見学や調べ学習、後期に児童養

護施設で実施した「社会性と情動の教育プロ

グラム」について報告を行いたいと思います。 

 

地域とは？ その役割とは？ 地域によりそ

う福祉とは何か？ 私達は、ホームレス支援

や認知症支援など様々な団体との交流活動

を通して、改めてこれらのことについて考え

ました。今回は活動内容と学びを報告します。 

私たち萬代ゼミは、熊本の人々を笑顔にす

べく5日間被災地を訪問しました。現地では、

子どもの森プロジェクトの手伝い、幼稚園・児

童クラブ訪問、仮設住宅での炊き出し等を行

いました。私たちが学んだことを報告します。 

私たちは、毎週日曜日に上郡町の山上集落

を訪れ、「移動スーパー」や「ふれあい活動」

を行っています。さらに新たな活動にも取り

組み、”つながり”を大切にしてきました。

私たちと地域の方々と《考動》を報告します。 

開会 9：10 閉会 14：50 

受付 9：00～ 
 
どなたさまでも 
ご参加いただけます 
 
参加費無料 

 

 

12:55-13:25 萬代ゼミ 
元気もりもり熊本支援プロジェクト参上！ 

14:10-14:40 溝端ゼミ 
わいわいガヤガヤ ～｢地域｣と私たちと～ 


